















Change of mean body height and weight, and the prevalence rate of obese and lean children  
in Sendai, Japan after the Great East Japan Earthquake, 2010-2014





成 22 年度から平成 24 年度について比較すると，顕著な違いは認められなかった。しかしながら，







































みると，H25 では男子で 12.2％，女子で 9.7％と H24 とほぼ同等の値を示した。この値は H22 および H23 の出現

















いる（１, ２, 13, 14）。特に阪神・淡路大震災においては，震災後の体重の増加量に変化が見られ，さらにその変化
が複数年にわたって，続いていることが示されている。また，児の成長にはリズムの存在が知られているが，その
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東日本大震災後の仙台市小学６年生の身長，体重，肥満および痩身傾向児の出現率（平成 22 年度～平成 25 年度について）
表 1　平成 22年度から平成 25年度までの男子の身長および体重の推移について
年度 解析対象者数 身長（cm） 体重（kg）
H22 4873 145.5 ± 7.1 38.9 ± 8.5
H23 4737 145.4 ± 7.2 38.8 ± 8.7
H24 4791 145.6 ± 7.1 39.1 ± 8.6
H25 4767 145.4 ± 7.0 39.0 ± 8.8
（平均値±標準偏差で示した。n.s. は not significant を示す。）
表 2　平成 22年度から平成 25年度まで女子の身長および体重の推移について
年度 解析対象者数 身長（cm） 体重（kg）
H22 4467 147.2 ± 6.7 39.5 ± 8.0
H23 4394 147.3 ± 6.7 39.5 ± 8.1
H24 4475 147.2 ± 6.6 39.4 ± 8.2
H25 4360 147.2 ± 6.5 39.5 ± 7.9
（平均値±標準偏差で示した。n.s. は not significant を示す。）
表 3　平成 22年度から平成 24年度の肥満および痩身傾向児の出現率について
肥満・痩身傾向児（％）
男子 女子
年 肥満 痩身 肥満 痩身
H22 10.9 2.6 9.6 3.1
H23 10.6 3.6 9 3.3
H24 12.4 3.2 9.4 3.3
H25 12.2 3 9.7 2.9
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